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	第188回　群嶺テクノセミナー
	タイの製造業と高専の現状について ～タイ高専KOSEN KMUTT駐在の２年間の経験から～
	日タイ両政府の協力で、バンコクに２校の日本型高専が設立されてから７年ほどが経ちます。2023年より２年間、２校目のタイ高専KOSENKMUTTに駐在して産学連携体制の立ち上げと生物・環境系の授業を担当する機会をいただきました。産学連携関係では、企業訪問や展示会・説明会、インターンシップや求人を通じて、自動車関連産業をはじめとする日系・タイ系の多くの企業とKOSENを繋ぐお手伝いをしてまいりました。限られた期間と経験ではありましたが、タイ高専の教育の特徴や学生についてご紹介するとともに、タイの製造業の現状の一端について、私見も交えながらご報告いたします。
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